
     

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上映作品 

調布ジュニア映画塾 

第１０回 映画作品上映会 

「屋上の幽霊」 

「絆の鍵」 

夏休みに 映画制作プロの指導で 中学生が制作した映画です 

「脚本から作品完成までのメイキング」同時上映 

日時：2019 年 9 月 15 日(日)13 :30～15:30 

場所：調布市文化会館たづくり ８階映像シアター 

入場無料（先着100 名） 

＜参加中学生＞ 

 石井 りおん   伊藤 拳   小川 輝   小倉 優星   尾崎 沙良   加藤 優奈 

金子 天乃   北山 愛奈   久保 さくら   後藤 詩音   小松 響   小山 和奏 

菅原 一将   任田 万葉   友田 りさ   名村 栞   成田 開   林 千紡   原 詞美 

＜スタッフ＞ 

塾長：岡本 史雄（映画プロデュ－サー・NPO法人調布シネマクラブ代表） 

講師：夏目 大一朗（映画監督） 

事務局：宇根 直次 今江 知延 梶原 政子 水谷 由美子 矢ヶ崎 雅代 吉野 弘美 

映画塾卒業生：吉野 照晃 東海林 莉希 髙村 帆南海 

撮影協力：調布市立調布中学校 

メイキング制作：今江 知延 

ブログ：水谷 由美子 

主催：NPO 法人調布まちづくりの会 

共催：調布市 

後援：調布市教育委員会 

(公財)調布市文化・コミュニティ振興財団 

協力：高津装飾美術㈱ ㈱東京現像所 

NPO 法人 調布シネマクラブ 

ちょうふネットテレビ 

 

問い合わせ：080-5028-6598（水谷） 



＜中学生対象シネマ体験ワークショップのねらい＞ 

このワークショップは、プロの映画監督や技術者の指導のもと、脚本、撮影、編集の映画制作の全てを体

験するものです。監督、助監督、カメラ、マイク、照明、俳優をみんなで担当し、協力して完成させます。

映画制作という共同作業の中で、創造力や表現力を養うと同時に、仲間と協力し、知恵を出し合って自分

たちの映画を作り上げる達成感を味わうことができます。コミュニケーションの大切さを学びながら、楽

しい映画づくりを体験する「調布ジュニア映画塾」は、調布市が進めている「映画のまち調布」にふさわ

しい事業のひとつです。 

 

＜体験内容＞ 

7月 21日(日) 
【オリエンテーション】ワークショップの説明と映画の仕組みなどの話 

カメラ、マイクなど機材の扱い方と練習（脚本の原作を家で書き、次回提出） 

7月 24日(水) 原作の発表 脚本にするものを選ぶ 脚本の書き方 脚本作成 

7月 25日(木) 脚本作成 

7月 26日(金) 脚本の検討と完成 

7月 30日(火) 撮影の準備（キャスト・スタッフ決定、撮影の計画、演技指導など） 

8月  1日(木) 撮影（たづくり館内、布多天神社） 

8月  2日(金) 撮影（調布市立調布中学校） 

8月  3日(土) 撮影（たづくり屋上・館内） 

8月  7日(水) 編集 

8月  8日(木) 映画関連企業見学（高津装飾美術㈱、㈱東京現像所） 

 

＜作品紹介＞ 

【タイトル】 「屋上の幽霊」  

【原作】   金子天乃 

【監督】   後藤詩音 

【キャスト】 鹿島進太…小川輝 天野来輝…伊藤拳 絲山栞奈…久保さくら 幽霊…任田万葉 

             落合栄子…北山愛奈 押合蜂子…加藤 優奈 

【あらすじ】 ある噂を耳にした進太と来輝は、それを確かめるべく屋上へ向かう。その噂とは、夕方に

屋上で泣いている幽霊を見たら不幸が起こるというものだった。幽霊を見てしまった進太。

果たして、進太にはどのような不幸が… 

 

【タイトル】 「絆の鍵」  

【原作】   原詞美 

【監督】   名村栞 

【キャスト】 ケイ…成田開 ヒナミ…石井りおん シグレ…友田りさ カイト…菅原一将 

             カナデ…原詞美 狐面男…小倉優星 狐面女…小山和奏 先生(声のみ)…夏目大一朗  

       生徒 A…尾崎沙良 生徒B…林千紡 

【あらすじ】 終業式、学校のうわさを聞いたケイは、仲の良い5人を集め、うわさを試そうと言う。そ

のうわさとは、お盆の日の3時、４回手をたたいてから入ると不思議な事が起こるという

ものだった。その不思議な事とは… 

 

＜終了して＞ 

今回は、市内公立校7校、市外校4校、計11校 19名と過去最高の応募者がありました。これは調

布ジュニア映画塾がネットのPR効果と共に存在感を示したと言えます。 

毎回の事ながら異なる学校の生徒たちが一致協力、創造力を発揮して 2作品を完成させました。全員が

カメラ、監督、俳優をそれぞれ経験し、映画は創造力、協調、協力の総合芸術であることが理解できたと

思います。又どんな時代の小道具も用意する高津装飾美術さん、常に美しい映像を創り出す最高の機器と

技術を提供する東京現像所さんの企業見学もあり、映画は画面に出てくる俳優のみでなく陰のスタッフや

企業の力が必要なことも分かりました。これらの体験は実社会においても活かされるものと思います。 

 最後になりましたが、撮影に協力して頂いた調布市立調布中学校、調布市文化・コミュニティ振興財団、 

市産業振興課の皆さんのご協力に対して改めて感謝申し上げます。 

（調布ジュニア映画塾理事 宇根） 


